
第６学年 算数科学習指導案 

平成１７年６月１４日（水） 

三鷹市立北野小学校 

指導者 ＯＭ（６年１組） 

ＮＳ（６年２組）  

ＵＭ（６年３組）  

ＭＫ（体育館）   

１．単元名 単位あたりの大きさ（１６時間） 

２．単元目標 

 異種の二量の割合としてとらえられる数量について、その比べ方や表し方を理解し、それを用いる

ことができる。  

３．評価基準 

《関心・意欲・態度》 

・単位あたりの考え方を用いると数値化して比較できることのよさに気づき、生活に生かそうとする。 

《数学的な考え方》 

・異種の二量について、割合の考えを用いて表し方や比べ方を考える。 

《表現・処理》 

・単位あたりの考えを用いて、混み具合や速さを比較することができる。 

《知識・理解》 

・異種の二量の割合の意味とその求め方を理解する。 

４．単元について 

 本単元では、児童が様々な場面で学習してきた１人分、１ｍ分などといった単位量に着目させなが

ら、異なる２つの量の組み合わせによって決まる量の大小比較の仕方を考えていく。 

教科書の指導順序は、簡単な異種を先に扱うことにより導入が入りやすいとして、「混み具合」から学

習することになっている。しかし、図に表現することは容易いが、それを公式化することに上手くつ

ながらず、公式を教え込み、その習熟に終始する指導に陥りやすい。また、「速さ」との関連が理解し

づらく、関連づけが理解できないまま学習を行っている児童も多かった。そこで、今回本単元では、

異種の二量の割合の意味や求め方を理解することを基礎・基本の指導としていくこととした。さらに、

何よりも生活に生かされる内容を重視してその意味と使い方をしっかり学習させていくことが重要で

あると考えた。そこで、「速さ」を中心とした指導計画を再検討した。今年度との計画とは違ってくる

が、評価基準も含め再考していく。 

Ｂ(3) 異種の二つの量の割合 

(3)異種の二つの量の割合としてとらえられる数量について、その比べ方や表し方を理解し、それを

用いることができるようにする。 

ア 単位量あたりの考えなどを用いること 

イ 速さの意味および表し方について理解するとともに、速さの求め方を考え、それを求めること 

【小学校学習指導要領解説より】

 「速さ」は、時間と道のりという異種の２つの量の割合によって表される量である。「速さ」をかけ

っこや乗り物などの経験から、直感的に捉えることは子どもたちにとって比較的簡単なことである。

しかし、それを数値化する段階になると難しくなる。その理由は、今までの同種の量の比較と違って、

一方の量を固定して他の量で比べなければならないためである。 

そこで、特に補充コースでは、速さとはどのような物なのかを実感させることが大切であると考えた。

速さが、道のりと時間の量で決定されるということは、速さが、 

①一定の道のりを移動した時間 

②一定の時間で移動できた道のり 

のどちらかで表すことができるということである。子どもたちにとっては身近で捉えやすいのが 100

メートル走等の①の考えである。しかし、この場合は、数値が大きいほど遅くなってしまうことにな

る。一定の時間で進む道のりで表すと数値と速さが比例関係になり、速ければ速いほど数値は大きく

なり、わかりやすいと考えられる。子どもたちには二通りの速さの表し方を認めた上で、よりわかり

やすい「単位時間あたりに進む道のり」で速さを表し、時速・分速・秒速の理解を深めながら、実生



活に生かしていきたいと考え、以上のような単元構成とした。 

５．指導の工夫 

  ①ビデオ教材のメリット 

   －文章問題の苦手意識→文章理解力不足によるものが多い 

    都算研の結果や、今までの単元での学習の中で、文章題に対して設問中の言葉の取り違えに

よって、適切な答えを導くことができない児童が多いことがわかってきた。これは、児童の

言語能力によるものであり、その結果、本来の算数的な考え方にたどり着く前に苦手意識を

もってしまう。その問題を解消するためにもビデオ教材が有効であると考え、導入に使った。 

  ②「混み具合」より「速さ」を先に学習させる 

   －生活が生かされている教材作り 

    導入でビデオ教材を使う上で一番重要なのは、いかに意欲、関心を高め、文章題への苦手意

識を取り除くかであると考える。そのためにも、自分の生活に密着した教材を考える必要が

あると考えた。児童は、４月に体育で短距離走のタイムを計測しており、誰が速くて誰が遅

いか、自分はみんなと比べて速い方なのか、遅い方なのかは、とても関心のあると同時に周

知の事実でもある。導入のビデオ教材では、みんなが認めている足の速い児童と、自分を投

影できる程度の平均的な児童、そして、足の遅い児童が違う距離を走る。その結果、みんな

が知っている足の速い児童が一番遅くゴールすることによって、児童からは、「どうして

だ？」と疑問が出てくる。そこから、興味関心を高めることによって、今後の学習への意欲

としたい。 

   －１単位量あたりへの考え方 

    教科書で提示されている導入の「混み具合」は、視覚でどちらが混んでいるかがわかってし

まう部分が多い。ならして考えるためにそこから１単位量あたりを計算し、これを「単位量

あたりの大きさ」と覚えさせるようになっている。しかし、本来「単位量あたり」というの

は、「１」に合わせる必要はないと考える。ビデオ教材では、20ｍと 40ｍを走る児童を想定

しているが、１ｍあたりに走る時間を求めなくても、20ｍの児童のタイムを２倍すれば、ど

ちらが遅いか速いかがわかる。また、20ｍと 30ｍの児童の速さを比べるためには、既習であ

る最大公約数、最小公倍数に距離をそろえても良いのである。「単位量あたり」で大切なの

は、二量の片方をそろえることである。児童には、考える場面を与え、様々な方法で比較す

ることができることを見つけださせたい。その中で「１単位量」にそろえる方が一般的には

簡単であるということを感じさせたい。 

  ③体験活動を取り入れる。 

    速さとはどういうものか、距離や時間を決めて実際に体験させたり、速さ比べゲームなどの

活動を通して興味を持たせ、学習への意欲を維持させる。 

  ④課題提示を工夫し、問題解決型学習を取り入れる。 

    課題を解決しようとする意欲の持続には、子どもの主体的な活動が欠かせない。 

「あれ？」「どうすればいいんだろう？」という「問い」が持てるような課題を提示する。 

  ⑤子どもたちの考えやつぶやきを座席表に記入し、次時への課題に生かしたり話し合いや練り上

げの場に生かしたりする。 

６．単元に関わる児童の実態 

 

 

（ 省  略 ）



７．指導計画 

時 発展的な学習 学習活動 補充的な学習 

1 ・レディネステストを行い、今後の学習の見通しを持つ。 

【レディネステスト】 

① 絵を見て混み具合を比べることができるか。 

② 平均の考え方をもとにして、速さについて考えることができるか。 

③ 未習の問題 

・オリエンテーションをもとに、コース選択を行う。 

 発展 基礎 補充 
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・

ょ いろいろな速さを体験し。 （
本
時
） 
一番速いのは誰ですか
走った距離と時間が違う人の

速さの比べ方を考え、説明す

る。 

速さを比べるためには、どん

な単位が便利を考える。 

 

 

・

 

速さ、時間、道のりの求め方

を考え、公式にまとめる。 

 

 

 

 

 

・

・

時速、分速、秒速の意味を知

り、それぞれの表し方で、速

さを求める。 

 

 

 

 

・

１枚あたりにかかる時間や、

１分間の仕事の量から問題

を解く。 

 

 

 

 

・

 

よう。 

新幹線のぞみ号 

① 道のりと時間から速

さを求めよう。 

② 速さと時間から、進ん

だ道のりを求めよう。 

③ 道のりと速さから時

間を求めよう。 

Ａコピー機は１時間に

4500 枚、Ｂコピー機は５

分間に 500 枚コピーでき

ます。どちらの仕事が速い

ですか。 
３人の順位を決めまし

う。 
走った距離と時間が違う場合

の速さの比べ方を考える。 

 

 

・いろいろな速さを体験し速さ

を比べる。 

速さを求める公式にまとめ

る。 

時速、分速、秒速の意味を知

る。 

・前時から、距離・時間の関係

を調べ、速さを求める公式に

まとめる。 

 

１秒あたりに何ｍ進むか考え

ながら問題を解決する。 

 

 

 

 

・時速、分速、秒速の意味を知

る。 

時間を求める公式を理解し、

適用して時間を求める。 

 

 

 

 

・速さを求める公式にまとめ

る。 

新幹線はやて号は、３時間

に 630ｋｍ走り、のぞみ号

は２時間で 480ｋｍ走り

ます。どちらが速いでしょ

う。 

新幹線のぞみ号の速さと

道のりから時間の求め方

を考えよう。 

速さの単位を考えよう 

３時間で 150ｋｍの道の

りを走る自動車の時速は

何ｋｍですか。 

時速 70ｋｍで飛ぶ渡り鳥

が、３時間に進む道のりを

求めよう。 
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・速さ、時間、道のりを求める

学習を習熟する。 

 

 

 

 

 

 

・
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・比べ方を説明する。 

・１㎡あたりの人数で比べる良

さを説明する。 

 

 

・

 

8  

 

 

・用語「人口密度」の意味を知

り、人口密度を求める。 

 

 

 

 

 

・

9  

 

 

・単位あたり量の大きさの考え

方を用いて調べる。 

・単位あたり量の大きさの考え

方を用いて、全体の量を求め

ることができる。 

・

の

10  

 

 

 

・単位量あたりの大きさの考え

を用いた問題を解く。 

 

 

 

 

 

 

 

・

 

 

時速 50ｋｍで走る自動車

が２時間に進む道のりは

何 km ですか。 

教室や花壇などの広さを

調べ、混み具合を調べよ

う。 

関東地方の混み具合を調

べよう。 

北野小の畑の作物の取れ

高を比べよう。 

飛行機など自分が知って

いるものの速さや、所要時

間を求めよう。 
Ａコピー機は１時間に

4500 枚、Ｂコピー機は５

分間に 500 枚コピーでき

ます。どちらの仕事が速い

ですか。 
単位あたりにできる仕事の量

を参考に問題を解く。 

・道のりを求める公式を理解

し、適用して道のりを求め

る。 

 

 

速さ・時間・道のりを求める

学習に習熟する。 

 

 

 

時速 50ｋｍの自動車が 

150ｋｍの道のりを走る 

時間を求めましょう。 

自分の記録から、自分の分

速、秒速を求めよう。 
キャンプでＡ、Ｂ、Ｃの３

つのバンガローにとまり

ます。一番混んでいるのは

どれですか。 

 

・時間を求める公式を理解し適

用して時間を求める。 

 

１㎥あたりの数、１羽あたり

の面積で比べ方を考える。 

 

 

 

 

 

・単位あたりにできる仕事の量

を参考に問題を解く。 

１㎥あたりの数、１羽あたり

面積で比べ方をまとめる。 

 

 

 

・時速、分速、秒速を求める問

題に習熟する。 

・他の数値も換算して、比較す

る。 

用語「人口密度」の意味を知

り、人口密度を求める。 

 

 

 

 

・速さから、道のりや時間を求

める問題に習熟する。 

自分の記録から、１時間で

走れる道のりや一定の道

のりを走る時間を求めよ

う。 

自分の記録から、自分の分

速と秒速を求めよう。 

Ａコピー機は１時間に

4500 枚、Ｂコピー機は５

分間に 500 枚コピーでき

ます。どちらの仕事が速い

ですか。 

大阪府とニューヨーク市

の混み具合を調べよう。 

・大阪府：221ｋ㎡（面積） 

260 万人（人口） 

・ニューヨーク市：786ｋ㎡（面積）

801 万人（人口）

面積と数が違う三つの鳥

小屋のこみ具合、比べ方を

考えよう。 
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・人口密度を調べ、混み具合を

調べる。 

 

 

 

 

 

 

・単位量あたりの大きさの考え

方を用いて調べる。 

 

 

 

 

・単位量あたりの大きさの考え

方を用いて調べる。 

12 ○発展問題 

 

 

・単位量あたりの考えを用いた

問題を解く。 

 

 

 

 

・単位量あたりの大きさの考え

方を用いて全体の量を求める

ことができる。 

 

 

 

 

・用語「人口密度」の意味を知

り、人口密度を求める。 

 

 

13 ○発展問題 

 

・牛肉の重さかと値段から、単

位あたり量の値段を求め、安

い牛肉を見つける。 

・発展的な学習として、重さと

値段の問題に習熟する。 

○発展問題 

 

 

・単位量あたりの考えを用いた

問題を解く。 

 

 

 

 

・単位量あたりの大きさの考え

方を用いて調べる。 

14 ○発展問題 

 

 

・列車の長さと通過時間から、

列車の速度を求める。 

・発展的な学習として、速さの

問題に習熟する。 

○

 

 

・単位量あたりの考えを用いた

問題を解く。 

 

 

 

 

・単位量あたりの大きさの考え

方を用いて全体の量を求める

ことができる。 

15 ○発展問題 

 

 

 

・

○発展問題 

 

 

 

 

 

 

・発展的な学習として、単位量

16 ・

出

込
学校園の混み具合を調べ

よう。 

・東小学校：10 ㎡（面積） 

30ｋｇ（取れ高） 

・西小学校：15 ㎡（面積） 

42ｋｇ（取れ高） 

１㎡あたり 0.5ｋｇの肥

料をまくとき、1.2ｋｇの

肥料では、何㎡にまけるで

しょうか。 

面積８ｋ㎡で、人口 24000

人の町の１ｋ㎡面積あた

りの人口は何人ですか。 

組 

組列車の速さを求めてみよ

う。 

。

く

と と

 

 

 

地球の公転速度はどれ

らいか、いろいろな速さ

比べてみよう。 
安いのはどれ？
発展的な学習として、速さの

問題に習熟する。 

・

学習内容の理解を確認する。 ・
自分の 50ｍ走の記録と、

いろいろな動物の速さ

比べてみよう。 
都道府県の人口密度を

し、大きな模造紙に書き

もう。 
いろいろな問題に取り組

もう。 
いろいろな問題に取り

もう。 
発展問題 

いろいろな問題に取り

もう。 
発展的な学習として、速さを

求める問題に習熟する。 

学習内容の理解を確認する。 ・
にわとり小屋の混み具合

を調べよう。 

・Ａ小屋：6 ㎡（面積）8 羽（数）

・Ｂ小屋：8 ㎡（面積）11 羽（数）
１００グラムで４００円 

の牛肉が売られています。

１０００円では、何グラム

変えますか。 
スーパーやコンビニで単

位量あたりの考えを使っ

ている場面を見つけよう
を求める問題に習熟する。 

学習内容の理解を確認する。



８．本時の指導（２／１６時間目） 

８－１．〈習熟度別コース選択学習〉じっくりコース（発展）       授業者 ＯＭ（６年１組） 

（１）本時の目標 

   走った距離と時間が違う人の速さの比べ方を考えることができる。 

（２）展開 

時  指導過程 指導上の留意点 

3 問

題

提

示 

１．本時の課題を知る。 

 

 

 

Ｔ１：これから、３人の人が走ります。誰が一番速い

でしょう。 

・ビデオを見せ、誰が一番速いかを考えさせる。 

 

 

 

 

・テレビとビデオを用意しておく。

・下記の条件で正面から走っている

様子を一人ずつビデオに取ってお

く。 

Ｎ先生（秒速 4.0ｍ）20ｍ 

Ｏ先生（秒速 4.5ｍ）30ｍ 

Ｍ先生（秒速 5.1ｍ）40ｍ 

・ビデオは正面から撮影し、スター

トとゴールのタイミングがわかる

ように工夫する（フラッグを振る

等）。 

5 解

決

の

計

画 

２．計画を立てる。 

Ｃ１：Ｎ先生かなぁ。 

Ｃ２：時間を計らないとわからないよ。 

Ｔ２：じゃあ、ストップウォッチで計ってみよう。 

・ストップウォッチを児童に渡し、もう一度ビデオを

見せる。 

Ｃ３：Ｎ先生は 5 秒、Ｏ先生は 6.6 秒、Ｍ先生は 7.8

秒だったよ。 

Ｔ３：じゃあ、Ｎ先生が一番速いのかな。 

Ｃ４：でも、走っている距離が違うように見えるよ。

Ｃ５：走った距離がわからないと誰が速いのかわから

ないよ。 

Ｔ４：走っている距離は、Ｎ先生は 20ｍ、Ｏ先生は 30

ｍ、Ｍ先生は 40ｍです。では、もう一度、誰が

一番速いのかを考えてみましょう。 

・課題を解くためには、どんな情報

（距離、時間）が必要なのかに注

目させる。 

【考】速さを比べるためには、距離と

時間が必要であることが理解

できる。 

・事前に教師が計測しておいたタイ

ムと同じ数値が計れなかった場合

はこちらから提示する。 

15 計

画

の

実

行 

３．それぞれの方法で計画を実行する。 

Ｃ６：走った距離を同じにして考える。 

（最大公約数に合わせる） 

（最小公倍数に合わせる） 

Ｃ７：１ｍ走ったときの時間を調べる。 

Ｃ８：１秒あたりに走った距離を調べる。 

 

・一通りの求め方がわかった児童に

は、他の方法で求めることができ

ないか促す。 

・求め方を説明できるようにまとめ

させる。 

20 練

り

上

げ 

４．考えたやり方を発表する。 

Ｃ９：私は、距離と時間がバラバラで比べられないの

で、同じ距離を走ったときの時間を比べようと

思いました。そこで、10ｍ走るのに何秒かかる

かを計算しました。 

Ｎ先生：5 秒÷2＝2.5 秒 

Ｏ先生：6.6 秒÷3＝2.2 秒 

Ｍ先生：7.8 秒÷4＝1.95 秒 

Ｍ先生が 10ｍを走るときに一番タイムが速い

ので、Ｍ先生が一番速いです。 

Ｃ10：私は、まず、Ｍ先生はＮ先生の走った距離の 2

 

・最大公約数に距離そろえることで、

速さが比べられることをおさえる。

 

 

 

 

 

 

 

・倍数になっている距離に着目し、

一番速いのはだれですか。 



倍なので、Ｎ先生を 2 倍して、40ｍ走ったとき

の時間を求めました。 

すると、10 秒になるので、Ｎ先生とＭ先生では、

Ｍ先生の方が速いことがわかりました。Ｏ先生

とＭ先生を比べるときは、最大公約数の 10ｍに

あわせました。 

Ｏ先生：6.6 秒÷3＝2.2 秒 

Ｍ先生：7.8 秒÷4＝1.95 秒 

答えはＭ先生です。 

 

Ｃ11：ぼくも、走る距離が同じなら比べることができ

ると思いました。120 は 20 と 30 と 40 の最小公

倍数なので、120ｍ走ったときの時間を求めるの

が一番簡単だと思いました。 

Ｎ先生：5 秒×6＝30 秒 

Ｏ先生：6.6 秒×4＝26.4 秒 

Ｍ先生：7.8 秒×3＝23.4 秒 

Ｍ先生がやっぱり一番速いと思います。 

 

Ｃ12：ぼくは、１ｍ走ったときの時間を求めました。

Ｎ先生：5 秒÷20ｍ＝0.25 秒 

Ｏ先生：6.6 秒÷30ｍ＝0.22 秒 

Ｍ先生：7.8 秒÷40ｍ＝0.195 秒 

Ｍ先生が一番速かったです。 

 

Ｃ13：ぼくは、１秒間でどれくらいの距離を走ること

ができるかを考えました。距離を時間で割って

計算しました。 

Ｎ先生：20ｍ÷5 秒＝4ｍ/秒 

Ｏ先生：30ｍ÷6.6 秒＝4.55ｍ/秒 

Ｍ先生：40ｍ÷7.8 秒＝5.13ｍ/秒 

１秒間にたくさんの距離を走ることができるの

はＭ先生です。だからＭ先生が一番速いです。

 

Ｔ５：いろいろなやり方がありましたが、５人に共通

していることがあります。それが何かわかりま

すか？ 

 

Ｃ14：距離か時間のどちらかをそろえれば、比べられ

ることができるんだと思う。 

Ｃ15：どっちをそろえても答えは出るんだね。 

Ｃ16：どれが一番いい方法かなぁ。 

距離をそろえることで、速さが比

べられることをおさえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・最小公倍数に距離をそろえること

で、速さが比べられることをおさ

える。 

 

 

 

 

 

 

・最小単位（１単位あたり）に距離

をそろえることで、速さが比べら

れることをおさえる。 

 

 

 

・最小単位（１単位あたり）に時間

をそろえることで、速さが比べら

れることをおさえる。 

 

 

 

 

 

 

・距離、時間の異種の一方をそろえ

ることによって速さが比べられる

ことをおさえる。 

・距離、時間の割合によって速さが

決まることをおさえる。 

【考】 

走った距離と時間が違う人の速さの

比べ方で、距離をそろえて考えたり、

時間をそろえて比べたりすることが

できる。 

2 ま

と

め 

５．本時を振り返る。 

Ｔ６：次の時間は、それぞれの比べ方の特徴を学習し

ます。どの方法が便利なのかを考えましょう。

＊学習カードを書く。 

 

（３）評価 

   走った距離と時間が違う人の速さの比べ方を考えることができたか。 

 

 



８－２．〈習熟度別コース選択学習〉しっかりコース             ＮＹ（６年２組） 

    ＵＭ（６年３組） 

（１）本時の目標 

   走った距離と時間が違う人の速さの比べ方を考えることができる。 

（２）展開 

時  指導過程 指導上の留意点 

3 問

題

提

示 

１．本時の課題を知る。 

 

 

 

 

Ｔ：これから、３人の人が走ります。誰が一番速いで

しょう。 

・ ビデオを見せ、誰が一番速いかを考えさせる。 

Ｃ：4.8 秒で走ったＭ先生かなぁ。 

Ｃ：Ｎ先生も同じタイムだよ。 

Ｔ：整理してみようか。（表に書き込む） 

Ｃ：Ｎ先生は 4.8 秒、Ｏ先生は 6.6 秒、Ｍ先生は 4.8

秒だったよ。 

Ｃ：でも、走っている距離が違ってたよ。 

Ｃ：走っている距離は、Ｎ先生は 20ｍ、Ｏ先生は 30

ｍ、Ｍ先生は 30ｍだったよ。 

Ｔ：では、もう一度、誰が一番速いのかを考えてみま

しょう。 

・下記の条件に合う児童が走ってい

る様子を一人ずつビデオに取ってお

く。 

Ｎ先生（50ｍ走：10 秒） 20ｍ 

Ｏ先生（50ｍ走：9 秒） 30ｍ 

Ｍ先生（50ｍ走：8 秒） 30ｍ 

・ビデオには走った距離とストップウ

ォッチのアップが写る。 

・表に書き込んでいく。 

Ａ ２０ｍ ４．８秒 

Ｂ ３０ｍ ６．６秒 

Ｃ ３０ｍ ４．８秒 

・  

・ 課題を解くためには、距離と時間

が必要であることを注目させる。

【関】課題に興味を持ち順位を考え

ようとしている。 

5 解

決

の

計

画 

２．計画を立てる。 

Ｃ：ＡとＣは時間が同じだからくらべられそうだ。 

Ｃ：ＡとＣはかかった時間が同じだから比べられます。

Ａは２０ｍが４．８秒でＣは３０ｍが４．８秒なので

長い距離を走っているＭ先生が速いと思います。 

Ｃ：ＢとＣは走った距離が同じだな。 

Ｃ：ＢとＣは走っている距離が同じなので比べられま

す。 

Ｂは３０ｍを５．６秒で、Ｃは３０ｍが４，８秒なの

でかかった時間の短いＭ先生が速いと思います。 

Ｃ：ＡとＢは距離も時間も違うぞ。どうしたらいいん

だろう。 

・表の４．８秒に青で印を付け、同

じであることを強調する。 

 

 

・表の３０ｍに赤で印を付け、同じ

であることを強調する。 

 

15 計

画

の

実

行 

３，それぞれの方法で順位を考える。 

・走った距離を同じにして考える。 

（最大公約数に合わせる） 

（最小公倍数に合わせる） 

・１ｍ走ったときの時間を調べる。 

・１秒あたりに走った距離を調べる。 

・同じ時間、同じ距離に着目し、速

さを比べることに注目させる。 

・５分間自力解決させる。 

・図や絵、数直線を使ってどの単位

を合わせれば簡単かを助言する。 

・計算には、必要に応じて電卓を使

用する。 

・一通りの求め方がわかった児童に

は、他の方法で求めることができな

いか促す。 

・できた児童にはホワイトボードに

考えをかいてもらう。 

【考】走った距離と時間が違う人の

速さの比べ方を考えることができ

る。 

20 練

り

上

４，考えたやり方を説明する。 

Ｔ：どのように考えたか発表してもらいましょう。 

Ｔ：Ｎ先生とＯ先生は、距離も時間も違います。どう

 

 

 

３人の順位を決めましょう。 



げ すればいいでしょうか。 

Ｃ：距離と時間がバラバラで比べられないので、同じ

距離を走ったときの時間を比べようと思いました。そ

こで、10ｍ走るのに何秒かかるかを計算しました。 

Ｎ先生：20÷10＝2 

4.8 秒÷2＝2.4 秒 

Ｏ先生：30÷10＝3 

6.6 秒÷3＝1.8 秒 

 だからＯ先生が速い。 

 

Ｃ：ぼくも、走る距離が同じなら比べることができる

と思いました。60 は 20 と 30 の最小公倍数なので、60

ｍ走ったときの時間を求めるのが一番簡単だと思いま

した。 

Ｎ先生：60÷20＝3 

4．8 秒×3＝14.4 秒 

Ｏ先生：60÷30＝2 

6.6 秒×2＝10.8 秒 

 だからＯ先生が速い。 

Ｃ：１ｍ走ったときの時間を求めました。 

Ｎ先生：4.8 秒÷20ｍ＝0.24 秒 

Ｏ先生：6.6 秒÷30ｍ＝0.18 秒 

  だからＯ先生が速い。 

Ｃ：一秒間でどれくらいの距離を走ることができるか

を考えました。距離を時間で割って計算しました。 

Ｎ先生：20ｍ÷4.8 秒＝4.16・・・ｍ/秒 

Ｏ先生：30ｍ÷6.6 秒＝5.56ｍ/秒 

 だからＯ先生が速い。 

Ｔ：いろいろなやり方がありましたが、どのやりかた

でもＯ先生が速いと言うことが分かりましたね。 

では順位はどうなりますか？ 

Ｃ：１位 Ｍ先生 

  ２位 Ｏ先生 

  ３位 Ｎ先生 

Ｔ：５人に共通していることがあります。それが何か

わかりますか？ 

 

Ｃ：距離か時間のどちらかをそろえれば、比べられる

ことができるんだと思う。 

Ｃ：どっちをそろえても答えは出るんだね。 

Ｃ：どれが一番いい方法かなぁ。 

 

 

・２０ｍと３０ｍの最大公約数であ

る１０ｍにそろえたと言うことを押

さえる。 

 

 

 

 

 

 

・２０ｍと３０ｍの最小公倍数の６

０ｍにそろえたと言うことを押さえ

る。 

 

 

 

 

 

・１ｍあたり何秒かかったかを出し

たことを押さえる。 

 

 

 

・ １秒あたり何ｍ進んだかを出し

たことを押さえる。 

 

 

【表】自分の立てた計画で問題を解

決することができる。 

2 ま

と

め 

５，本時を振り返る。 

Ｔ：次の時間は、それぞれの比べ方の特徴を学習しま

す。どの方法が便利なのかを考えましょう。 

Ｃ：学習カードを書く。 

 

（３）評価 

   走った距離と時間が違う人の速さの比べ方を考えることができたか。 

 



８－３．〈習熟度別コース選択学習〉（ゆっくりコース） 

（場所：体育館） 

授業者 ＫＭ（少人数担当） 

（１）本時の目標 

   さまざまな速さを体験し、速さを比べるための基準を考える。 

 

（２）展 開 

時  指導過程 指導上の留意点 

５ 問

題

提

示 

１．いろいろな速さで動き、速さを体感する。 

 

 

 

 

 

 

Ｔ：これから、みなさんに３つの班に分かれて、スタ

ートからゴールまで、いろいろな速さで動きます

①速く走ったとき②ゆっくりのとき 

③歩いたとき、 

班の全員が①から③のいろいろな速さで動いてみ

て、自分自身で速さを比べてみましょう。５分後

に集合して感想を言ってもらいます。 

 

やった本人の感想、見ている側の感想 

・ 児童全員が入る体育館で、長さの

違う３つのコース 

（約５，１０，１５メートル）を用

意しておく。 

 

 

 

 

 

●用意するもの 

白板、カラーコーン 

 

 

・競争でないことを伝え安全に気を

付けさせる 

 

 

１

０ 

解

決

の 

計

画 

２．速さを比べる方法を考える。 

 

Ｔ：速いときと遅いときで、自分自身でここが違うと

感じたことはありませんか？ 

Ｃ：速く走ったときは、景色が速く動く 

Ｃ：速く走ると、ゴールに早く着く（主観の段階） 

 

Ｔ：速いときは、早くゴールできてゆっくりだと少し

時間がかかるみたいです。これを利用してさらに

誰がどのくらいに速いなどと表せる方法はないで

しょうか？ 

 

C：説明だけでは無理 

C: 時間を計る 

 

  

 

 

Ｔ：速さを口で説明するのは難しいことがわかりまし

た。今からみんな①から③の役をしてもらって 

   

ア班の中の人全員が比べられる方法 

イ他の班の人が集まらなくても比べ合える方法 

  

詳しく説明しなくても、担任の先生や他の人に 

「これだけの速さです、歩いたＮ先生と走ったＯ先

生ではこちらの方が速いです、」とうまく伝えられる

方法はないでしょうか。 

みんなで考えてください。 

誰がどのくらい速くて、 

誰がどのくらいゆっくりだったか、 

簡単に表せる方法を考えましょう。 

 

 

・自分自身や友達を見ているときで

は、速く走ったときや 

 歩いたときでは、何がどのくらい

違うのか、考えさせる。 

 

【関】自分の表現で、速さを表現 

   しようとする 

 

・ 速度が上がると、時間が短くなる

こと、速さと時間が密接に関係し

ていることに気づかせる。 

 

 

 

・ 単なる速さ比べだと、足の速い遅

いにこだわる場合があるので、 

① をやる者、③をやる者など、
いろいろな場合を比べ合うこと

を伝える。 

・課題を解くためには、どんな情報

（距離、時間）が必要なのかに注

目させる。 

◎巻き尺、旗、ストップウォッチ、

電卓 

いろいろな速さで動いて、その速さを上手に伝えよう。 



 

15 

 

計

画

の

実

行 

３．計画から解決をはかる。 

 

予想される児童の考え 

 

Ｃ：審判をおいて判定させる 

Ｃ：勝ち負けは分かるけど、それではどの位速いのか

  うまく伝えられない 

Ｃ：タイムを計って記録する 

Ｃ：記録をとれば、担任の先生や学級のみんなにも伝

えられる 

 

 

 

 

・ 他の班の人とも比べられる方法

は、ないか考えさせる。 

   

T:イの条件の他の班の人たちとも比べ合うにはどうし

たらいいだろう？ 

C:他の班も記録をとる 

C:でも他の班は、コースの長さが違うみたいだ 

C:みんな同じ長さにしたらどうか 

C:他の班の人にも呼びかけて、同じ距離、同じルール

にする。 

◎記録表 

・ 共通ルールが出たことは、なるべ

くここでは他の班に伝えず、各班

で気づくまで待つ。 

 

【考】条件を満足させるための 

   方法を考え意見を出す 

20 練

り

上

げ 

４．班ごとに実践した方法を発表する。 

Ｔ：班ごとに自分たちが決めた方法を発表して 

  ください。 

Ｃ：時間を計ってみました 

Ｔ：〇班は記録をとっていました。実際に計った時間

を言ってください 

Ｃ：Ｎ先生は、速く走った時に３秒 

  ゆっくり走った時に５秒 

  歩いたときに８秒です 

Ｔ：見ていた人に聞きます。どの時が速く見えました

か？ 

Ｃ：走った時が一番速く見えました。 

Ｔ：そうすると、やっぱり時間が短いと速いと言える

のかな？ 

Ｃ：そう思う 

Ｔ：もう一度みんなの前で実験します。 

Ｃ：時間が短いほど、速いと思う。 

 

Ｔ：〇班からどこの班の人も互いに比べられるように

ルールの提案がありました。全部の班が〇班のル

ール１０メートルの距離にそろえて、タイムを計

ってみましょう。 

   

（全員が①から③いずれかの移動方法で計時する） 

 

  これだとこの場にいない他のコースの人や 

  担任の先生にも分かりやすく伝えられる 

 

 

・ ４つの班に実演説明させる。 

・ 各班の状況から、児童の記録を出

させる。 

 

 

・速さを比べるときは、距離を同じ

にし条件をそろえることが大切で

あることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 競争させないため、また時間が少

ないため、①から③のどれか１つ

だけにさせ、計時して確認する 

 

 

 記録表 
【知】速さを比較するための第一条

件「距離をそろえる」ことの

重要性を理解できたか 

2 ま

と

め 

Ｔ：次の時間は、今日学習したみんなの速さを、算数

の式に表す方法を考えます。 

 

＊学習カードを書く。 

・今日の記録を大切に保管させる。

（３）評価 

   距離と時間が違う人の速さの比べ方を考えることができたか。また、速さを表すためには 

距離と時間が密接に関係していることに気づいたか。 

 

 


